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大
勢
の
観
光
客
が
見
守
る
中
、
平
家

の
里
・
赤
間
神
社
ま
で
の
　
㎞
を
練
り

１.２

歩
き
ま
し
た
。
平
家
の
里
で
は
、
 凱
  旋
 

が
い
 せ
ん

式
の
後
、
大
祭
の
 宴
 が
行
わ
れ
ま
し
た
。

う
た
げ

　
今
年
初
め
て
行
列
に
参
加
し
た
湯
西

川
小
学
校
１
年
生
の
 阿
  部
  幹
  大
 さ
ん
、

あ
 
べ
 か
ん
 た

 塩
  谷
  麟
  太
  郎
 さ
ん
、
 山
  口
  峻
 さ
ん
の
３

し
お
 や
 り
ん
 た
 ろ
う
 

や
ま
 ぐ
ち
 し
ゅ
ん

人
は
、「
ま
た
、
参
加
し
た
い
」「
衣
装

が
カ
ッ
コ
よ
か
っ
た
」「
来
年
は
、
刀

を
差
し
た
衣
装
を
着
て
み
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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　５月１８日（金）、百物揃千人武者

行列が山内表参道などで行われま

した。 徳  川  家  康  公 の神霊を日光へ
とく がわ いえ やす こう

改葬した行列を再現したもので、

 神輿 を中心に
み こ し

 鎧 
よろい

武者などに 扮 した
ふん

１，２００名の行列が練り歩きました。

女性３人組は、「タイムスリップ

した感じで良いものでした。ぜひ

未来に残してほしい行事ですね」

と話してくれました。

　５月１７日（木）、山内表参道大手

通りで流鏑馬神事が行われました。

古式ゆかしい装束に身を包んだ１２

人の 射  手 が、走る馬を繰りながら、
い て

三つの的に狙いを定めて矢を放ち、

矢が的に当たると会場から大歓声

が沸き上がりました。

　 内  野 さん（群馬県）は、「馬が速
うち の

く走り迫力がすごかったです」と

話してくれました。
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６
月
５
日（
火
）・
６
日（
水
）の
２
日

間
、
湯
西
川
温
泉
で
平
家
大
祭
が
開
催

さ
れ
、
６
日
に
は
、
祭
の
メ
ー
ン
イ
ベ

ン
ト
「
平
家
絵
巻
行
列
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
地
元
住
民
や
小
学
生
が
武
者
や
女
武

者
・
弓
侍
に
、
一
般
募
集
の
女
性
た
ち

が
姫
に
 扮
 し
て
、
出
演
し
ま
し
た
。

ふ
ん

　
行
列
は
、
湯
殿
山
神
社
で
の
出
陣
式

で
、
 巫
  女
 の
 祓
神
楽
 な
ど
の
儀
式
が
執

み
 
こ
 

は
ら
い
か
ぐ
ら

り
行
わ
れ
た
後
、
 勝
  鬨
 を
上
げ
て
出
発
。

か
ち
 ど
き

　
５
月
　
日（
木
）、
日
光
山
輪
王
寺
三

１７

仏
堂
で
、
平
安
時
代
か
ら
伝
わ
る
秘
舞
、

延
年
の
舞
が
厳
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
毎
年
、
日
光
東
照
宮
の
春
の
例
大
祭

に
先
駆
け
て
開
催
さ
れ
る
こ
の
舞
踊
は
、

現
在
で
は
輪
王
寺
と
岩
手
県
平
泉
町
の

 毛
  越
  寺
 に
の
み
残
る
貴
重
な
も
の
。
朝

も
う
 つ
う
 じ

の
静
寂
の
中
、
 緋
  色
 の
 直
  垂
 に
白
色
の

ひ
 い
ろ
 

ひ
た
 た
れ

 袴
 
装
束
で
演
舞
す
る
２
名
の
僧
侶
た

は
か
ま

ち
を
、
参
列
者
た
ち
は
食
い
入
る
よ
う

な
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。
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今市田植祭

今月の表紙

　
６
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）の
２
日

間
、
 高
  円
  宮
  牌
 女
子
ホ
ッ
ケ
ー
日
本

た
か
 ま
ど
の
 み
や
 は
い

リ
ー
グ
第
３
節
が
、
今
市
青
少
年
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
地
元
チ
ー
ム
の
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ
ス

ク
ラ
イ
ン
は
、
２
日
に
立
命
館
大
学

ホ
ー
リ
ー
ズ
、
３
日
に
南
都
銀
行
と
対

戦
。
地
元
開
幕
戦
と
な
る
２
日
の
試
合

は
４
対
２
で
勝
利
し
、
訪
れ
た
多
く
の

観
客
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
試
合
後
、
こ
の
日
２
得
点
の
大
活
躍

を
見
せ
た
 若
  柳
  陽
  香
 選
手
は
、「
昨

わ
か
 や
な
ぎ
 は
る
 
か

　
５
月
　
日（
日
）に
今
市
文
化
会
館
で

２７

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
５
周
年
を
記
念
し
て
昨
年
３
月

に
開
催
の
予
定
で
し
た
が
、
震
災
に
よ

り
中
止
に
。
今
回
改
め
て
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
前
日
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
　
組
が
出
場
し
て
、
緊
張
を
感
じ

２０

さ
せ
な
い
歌
声
を
披
露
。
ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
 徳
  田
 ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
、
出
場
者
の

と
く
 だ

個
性
を
引
き
出
し
、
会
場
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
５
組
の
合
格
者
の

中
か
ら
「
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」
に
選
ば
れ

た
 後
  藤
 あ
け
み
さ
ん（
宇
都
宮
市
）は
、

ご
 と
う

「
家
族
以
外
の
誰
に
も
出
場
を
知
ら
せ

な
か
っ
た
ほ
ど
自
信
が
な
く
て
、
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
な
ん
て
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
」
と
喜
び
の
声

を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
生
放
送
終
了
後
に
改
め
て
後

藤
さ
ん
が
歌
を
披
露
、
ま
た
ゲ
ス
ト
の

 都
 は
る
み
さ
ん
、

み
や
こ

 冠

二

  郎
 さ
ん
の
二

か
ん
む
り
じ
 ろ
う

人
も
、
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

シ
ー
ズ
ン
は
残
念
な
試
合
が
多
か
っ
た

の
で
、
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

り
ま
し
た
。
地
元
の
人
た
ち
に
何
と
し

て
も
勝
ち
試
合
を
見
せ
た
い
と
の
思
い

か
ら
、
勝
利
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
、
チ
ー
ム
の
み
ん
な
で
楽

し
く
、
そ
し
て
真
剣
に
上
位
を
狙
い
た

い
で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
３
日
の
試
合
は
、
１
対
２
で
惜
敗
し

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
戦
い
抜
い
た
選

手
た
ち
に
、
観
客
か
ら
は
惜
し
み
な
い

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　５月２７日（日）、小林地区の祭田

で今市田植祭が開催されました。

　市内の民謡グループ「民謡 瑞  豊 
ずい ほう

会」が主催するこの祭りは、とち

ぎのまつり百選の一つで、農作業

の機械化に伴って歌われなくなっ

た田植唄や人馬時代の田植えを保

存・継承していくことを目的に始

まり、今年で３７回目を迎えます。

　当日は強い日差しが照りつける

中、多くの見物客やカメラマンが

集まりました。農耕馬が 代 かきを
しろ

している間、あかねだすきにもん

ぺ姿の早乙女たちが、小林小学校

の児童たちと 苗  取  唄 に合わせて苗
なえ とり うた

の株分けをしました。株分けが終

わると、田植唄が歌われる中、子

どもたちは横一列に並び、早乙女

に苗の植え方を教わりながら、丁

寧に苗を植えていきました。

　昔ながらの農作業を初めて体験

した小学１年生の 髙  橋  愛  斗 さん
たか はし あい と

（塩野室）は、「田んぼに入ったと

きは、足が気持ち悪かったけど、

植える作業がとても楽しかったで

す」と笑顔で話してくれました。
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